生 生活の 想い出の 中には、 あるいは 一九 三 四 年の 学生 

諸君に も 多少の 参考になる ものがない とも 限らない。 

明治 三十 六 年に 大学 を 卒業して から 今日までの 学究 

生活の 間に 昔の 学生時代の 修業が どれ だけどう 役に 

立った かと 考えて みる。 学校で 教わった 色々 の 六 かし 

きれ い 

いこと は 大抵 綺麗に 忘れて しま つ たように 思われる。 

正常の 教程 課目と して 教わった ことで 後年 直接 その ま 

まに 役に立つ たこと は 比較的 わずかで 教程 以外に 直接 

先生方から 受けた 実例 教育の 外に は 自分の 勝手で 自修 

した こと だけが 骨身に 沁みて 生涯の 指導原理 にな つ て 

いるよう な 気がする。 しかし、 これ は 思い違い である _ 



の あたりに 見る ことによ つ て 知らず 識ら ずに 受けた 実 

例の 教訓が 何とい つ て も 最大な 影響 を われわれ 学生に 

与えた。 暑い も 寒い も、 夜の 更ける の も 腹の 減る の も 

さんまい 

一 切 感じない かと 思われる ような 三昧の 境地に 入り 

切って いる 人達 を 見て、 それで ちっとも 感激し 興奮し 

ない ほどに われわれの 若い 頭 はま だ 固まって いなかつ 

たので ある。 

n 口 キゥム 

大学へ はいったら ぜひとも 輪講 会に 出席す るよう に 

と、 高等学校 時代に 田 丸 先生 友 田 先生から いい 聞かさ 

れ ていたから、 一年生の 頃から その 会の 傍聴に 出席し 

て、 片隅で 小さくな つて 聞いて いた。 話 は 六 かしくて 



ムな もので あり、 至って 「尤もらしく」 ない 「勿体 臭 

く」 ない ものであった。 

学生の 数 も 少なかった から 図書室な ども ほとんど 我 

物 顔に 出入りして 手当り 次第に あらゆる 書物 を 引っぱ 

り 出して は あてもなく 好奇心 を 満足し そうな もの を 物 

色した。 古い 『フィル-マ グ』 〔philosopwcal 

Magazine〕 の 中から 「首 釣の 力学」 や 「人 玉に つい 

て」 などと いう 論文 を 発見して ひどく 嬉しがつ たりし 

たの も その 頃であった。 レ— ノル ズの 全集 を ひやかし 

てこの 異彩 ある 学者 を 礼讃して みたり、 マ クスゥ エル 

の 伝記 中に ある この 物理学者の 戯作 ヴ アン バヤ— の 詩 



させ、 その 結果から 曲り なりに 表面張力 を 算出して 先 

生に ほめられ たりした ことが 今 思い出しても 可笑しい 

ような 子供ら しい 嬉し さ を 感じさせ るので ある。 二 年 

生のと きに N 先生の 研究の 手伝いの 傍ら それに 縁の 

ある ミラ— ジ に関する 色々 の 実験 をした こと も 生涯 忘 

れられ ぬ 喜びであった。 三年 生のと き は T 先生の 磁力 

測量の 結果の 整理に 関する 仕事の 御手伝い をしながら 

生意気に も 色々 勝手な 議論 を 持ち だしたり した。 それ 

を 学生の いう ことで も 馬鹿にしないで 真面目に 受け 入 

れて、 学問の ために は 赤子 も 大人 も 区別し ない 先生の 

態度に 感激した りした。 こういう 本格的な 研究 仕事 を 



ない 想い出 話が 一 つの 道し るべ ともなれば 仕 合せで あ 

る。 

(昭和 九 年 四月 『帝国 大学 新聞』) 
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